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有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い｣

と
い
う
こ
と
を
新
入
生
に
伝

え
た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
入
生
を

代
表
し
て
岸
下
ひ
か
る
さ
ん

が｢

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
し
、
こ
れ
か
ら

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事

か
ら
逃
げ
る
こ
と
な
く
何
事

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
、

一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し

て
い
き
た
い
。
総
合
学
科
で

は
数
多
い
選
択
肢
の
中
か
ら
、

自
分
の
興
味
関
心
の
あ
る
こ

と
を
選
び
、
将
来
の
た
め
に

一
生
懸
命
勉
強
し
た
い
。
ク

ラ
ブ
活
動
で
は
技
術
を
高
め

る
と
と
も
に
、
仲
間
意
識
を

強
め
つ
つ
成
長
し
て
い
き
た

い
。
新
翔
高
等
学
校
の
生
徒

と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
勉

強
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
い
っ

ぱ
い
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す｣

と
力
強
く
宣
誓
し
た
。

た
。
ま
た
、
新
し
い
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
の
交
流
を
通
し
、

仲
間
づ
く
り
・
ク
ラ
ス
づ
く

り
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

１
学
年
は
４
月
12
日
か
ら

16
日
の
午
後
、
新
入
生
研
修

を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
校

生
活
を
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
、

よ
り
充
実
し
た
高
校
生
活
を

送
る
た
め
、
同
校
や
学
習
の

仕
方
を
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。

初
日
は
総
合
学
科
の
特
徴
と

校
歌
を
学
び
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て

交
流
を
深
め
た
。
２
日
目
は
、

進
路
や
校
則
に
つ
い
て
、
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
学

習
の
仕
方
を
学
ん
だ
。
３
日

目
は
制
服
身
だ
し
な
み
セ
ミ

ナ
ー
を
行
い
、
制
服
の
黄
金

比
率
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

学
年
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
大

縄
跳
び
に
挑
戦
、
２
組
が
優

勝
し
た
。

入
学
し
て
間
も
な
い
生
徒

た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
通
し
て
中
学
校
と
高

校
と
の
違
い
を
実
感
し
て
い

新
翔
高
校
は
、
総
合
学
科

(

教
養
、
地
域
文
化
、
建
設

技
術
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
情
報
の

５
系
列)

に
衣
替
え
し
て
か

ら
４
回
目
の
卒
業
生
を
出
し

た
。
同
校
で
は
、
１
年
次
の

｢

産
業
社
会
と
人
間｣

、
２
、

３
年
次
の｢

総
合
学
習｣

の

中
で
職
業
観
・
勤
労
観
育
成

の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
授
業
は
、
自
己
の
生
き
方

を
探
求
し
、
社
会
の
一
員
と

し
て
豊
か
な
社
会
を
築
く
態

度
を
育
て
、
学
習
へ
の
意
識

と
社
会
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
１
年
次
の
１
月
に
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
、
２

年
次
の
８
月
に
は
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
、
全
て
の
生
徒
が

経
験
す
る
。
３
年
次
に
は
、

週
２
時
間
の｢

総
合
学
習｣

で
、
基
礎
学
力
ア
ッ
プ
と
各

自
の
進
路
実
現
に
合
致
し
た

調
査
研
究
制
作
・
検
定
学

習
・
進
路
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
多
様
な
進

路
希
望
に
対
応
す
る
た
め
、

放
課
後
や
夏
休
み
に
公
務
員
、

進
学
、
看
護
医
療
、
公
務
員
、

民
間
就
職
な
ど
の
ア
セ
ン
ブ

リ
ー
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
補
習

授
業
、
面
接
、
作
文
・
小
論

文
指
導
を
併
せ
て
実
施
し
て

い
る
。

同
校
の
就
職
希
望
と
進
学

希
望
の
比
は
、
例
年
約
65
対

35
で
、
昨
年
度
就
職
80
人
に

対
し
て
進
学
45
人
。
指
定
求

人
企
業
数
は
、
１
１
６
社
と

一
昨
年
度
を
上
回
っ
た
も
の

の
、
京
阪
神
の
製
造
業
や
、

建
設
系
を
除
く
地
元
の
求
人

が
減
少
す
る
中
で
、
応
募
前

の
職
場
見
学
な
ど
の
地
道
な

就
職
活
動
の
結
果
、
北
越
紀

州
製
紙

(

３
人)

、
Ｊ
Ａ
み

く
ま
の
農
協

(

４
人)

、
新

宮
信
用
金
庫
、
夏
山
組(

２

人)

な
ど
地
元
企
業
・
事
業

所
に
30
人
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、

ト
ヨ
タ
車
体
、
山
崎
製
パ
ン
、

敷
島
製
パ
ン
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

セ
ン
サ
、
矢
崎
化
工
、
富
士

岐
工
産
な
ど
の
県
外
企
業
に

34
人
が
そ
れ
ぞ
れ
就
職
し
た
。

一
方
、
進
学
で
は
、
国
語
、

英
語
、
数
学
な
ど
の
教
科
に

重
点
を
置
く
教
養
系
列
か
ら

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
に
合

格
し
た
の
を
は
じ
め
、
関
西

外
国
語
大
学
、
名
古
屋
商
科

大
学
、
大
阪
人
間
科
学
大
学

な
ど
四
大
に
９
人
。
大
阪
女

子
短
期
大
学
な
ど
短
大
に
は

８
人
が
進
学
し
た
。
専
門
学

校
に
は
進
学
者
の
半
数
が
進

み
、
そ
の
内
訳
は
、
工
業
分

野
に
５
人
、
農
業
分
野
に
３

人
、
衛
生
分
野
に
１
人
、
商

業
実
務
分
野
に
２
人
、
服

飾
・
家
政
分
野
に
２
人
、
文

化
・
教
養
分
野
に
４
人
、
そ

し
て
県
立
な
ぎ
看
護
学
校
な

ど
の
医
療
分
野
に
８
人
で
あ

る
。な

お
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
実

施
す
る
過
程
で
、
毎
年
、
地

元
の
企
業
・
事
業
所
、
福
祉

施
設
な
ど
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま

た
、
就
職
未
決
定
の
生
徒
に

つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
宮
に
引
き
続
き
、
ご
指
導
、

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
と

の
こ
と
。
関
係
の
皆
さ
ま
方

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

新
翔
高
校
で
は
５
日
に
平

成
24
年
度
末
の
人
事
異
動
で

退
職
・
転
出
す
る
先
生
の
離

任
式
が
あ
っ
た
。
竹
村
校
長

よ
り
先
生
の
紹
介
が
あ
り
、

離
任
式
に
出
席
し
た
大
江
、

岡
本
の
２
人
の
先
生
か
ら
思

い
出
話
や
、
新
翔
生
に
期
待

す
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ

た
。退

職
・
転
出
し
た
先
生
は

次
の
通
り
。
敬
称
略
。

玉
石
収
一
郎

(

退
職)

濱
田
絢
子(

三
重
県
い
な
べ

総
合
学
園
高
校
へ)

恵
須
川
淳
悟(

新
宮
定
へ)

大
江
晃
司(

有
田
中
央
へ)

岡
本
剛
典

(

耐
久
へ)

片
山
隆
博

(

耐
久
へ)

脊
古
み
ど
り

(

退
職)

岡
本
憲
治

(

は
ま
ゆ
う
支
援
学
校
へ)

平
成
25
年
度
１
学
期
始
業

式
が
８
日
に
行
わ
れ
た
。
竹

村
貢
校
長
よ
り｢

３
年
生
は

就
職
、
進
学
に
臨
む
最
終
学

年
、
残
さ
れ
た
時
間
は
あ
ま

り
な
い
の
で
時
間
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。
２
年
生
は
選

択
し
た
系
列
で
自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
努
力
し
て
ほ
し
い｣

と
の
式
辞
の
後
、
本
年
度
着

任
し
た
先
生
方
の
紹
介
が
あ

り
、
各
先
生
よ
り
自
己
紹
介

や
抱
負
が
語
ら
れ
た
。

新
着
任
の
先
生
は
次
の
通

り
。
敬
称
略
。

畑
上
和
郎

(

英
語)

�
倉
早
紀

(

数
学)

近
藤
亜
沙
子

(

社
会)

藪

奈
美

(

保
健
体
育)

丸
山
健
太

(

商
業)

得
津
翔
平

(

保
健
体
育)

金
丸

央

(

商
業)

小
池
佑
介

(

社
会)

本
多
亜
佑
華

(

美
術)

９
日
、
平
成
25
年
度
入
学

式
が
行
わ
れ
、
１
５
１
人

(

男
子
72
人
・
女
子
79
人)

が
新
翔
高
校
で
の
新
し
い
生

活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

国
歌
斉
唱
、
入
学
生
呼
名
に

続
き
、
竹
村
貢
校
長
が｢

一

日
も
早
く
本
校
の
生
活
に
な

じ
み
、
勉
強
や
ク
ラ
ブ
活
動
、

学
校
行
事
、
生
徒
会
活
動
な

ど
に
全
力
で
取
り
組
み
、
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て

自
己
の
可
能
性
を
拡
大
し
て

ほ
し
い｣

と
述
べ
、｢

基
本

的
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
こ

と
、
３
年
後
の
進
路
選
択
の

た
め
に
学
習
習
慣
を
確
立
す

る
こ
と
、
高
校
３
年
間
の
過

ご
し
方
で
大
き
く
人
生
が
変

わ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た

め
に
自
分
自
身
の
一
生
を
支

え
る
、
柔
軟
で
た
く
ま
し
い

精
神
力
と
体
力
を
作
り
上
げ

る
こ
の
重
要
な
高
校
時
代
を
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現
在
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
は
新
入
生
が
加
入

し
、
男
子
25
人(

３
年
＝

７
人
、
２
年
＝
７
人
、
１

年
＝
11
人)

、
女
子
12
人

(

３
年
＝
５
人
、
２
年
＝

６
人
、
１
年
＝
１
人)

で

活
動
し
て
お
り
、
毎
日
の

練
習
や
試
合
、
遠
征
な
ど

に
お
い
て
技
術
を
磨
き
、

精
神
面
を
鍛
え
、
総
体
に

向
け
て
日
々
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

普
段
の
練
習
は

『

感

謝
・
誠
意
・
努
力
・
感

動』

の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

と
私
生
活
の
両
立
が
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
個
々
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
個
性
の
発
揮
と
協
調
性

の
両
方
を
要
求
さ
れ
る
競

技
で
す
。
時
に
は
果
敢
に

挑
戦
し
、
時
に
は
縁
の
下

の
力
持
ち
と
な
り
仲
間
を

支
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
高
校
生
活
を
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち
込

み
、
厳
し
い
練
習
を
乗
り

越
え
る
こ
と
で
選
手
と
し

て
、
ま
た
人
間
と
し
て
大

き
く
成
長
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

公
式
戦
で
１
勝
で
き
る

よ
う
、
努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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初
め
ま
し
て
。
串
本
古
座

高
校
か
ら
転
任
し
て
き
ま
し

た
英
語
科
の
畑
上
和
郎
で

す
。
昨
年
50
歳
の
大
台
に
乗

り
、
中
年
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら

と
い
う
か｢

中
高
年｣

と
い

う
言
葉
が
少
し
気
に
な
り
だ

し
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。
趣

味
は
音
楽
。
ロ
ッ
ク

(

洋

楽)

を
中
心
に
ジ
ャ
ン
ル
を

問
わ
ず
聴
き
ま
す
。
特
に
好

き
な
の
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
は

じ
め
と
し
た
Ｕ
Ｋ
ロ
ッ
ク
。

中
学
の
頃
か
ら
バ
ン
ド
活
動

も
し
て
お
り
、
前
任
校
で
は

｢

Ｔ
Ｔ
Ｋ｣

と
い
う
ギ

タ
ー
・
ベ
ー
ス
・
ド
ラ
ム
の

３
ピ
ー
ス
バ
ン
ド
で
ベ
ー
ス

＆
ボ
ー
カ
ル
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
休
日
は
愛
犬

ル
ビ
ー(

と
い
う
名
前
で
す

が
柴
犬
で
す)

と
散
歩
し
た

り
、
ま
っ
た
り
と
過
ご
す
の

が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。
こ

れ
ま
で
ず
っ
と
紀
南
地
方
で

勤
め
て
き
ま
し
た
が
、
新
翔

高
校
で
の
勤
務
は
今
回
が
初

め
て
で
す
。
学
校
の
印
象

は
、
先
生
方
が
と
て
も
仲
が

良
く
、
笑
い
の
あ
る
職
場
で

あ
る
こ
と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
生
徒
の
こ
と
を

真
剣
に
話
し
合
っ
て
い
る
先

生
方
の
姿
を
本
当
に
よ
く
目

に
し
ま
す
。
生
徒
も
皆
人
な

つ
こ
く
て
、
赴
任
当
初
か
ら

い
ろ
ん
な
生
徒
が
声
を
掛
け

て
く
れ
た
お
か
げ
で
こ
ち
ら

の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
新
た
な

気
持
ち
で
い
い
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
に
熱
心
に
取
り
組
む

生
徒
も
非
常
に
多
く
、
日
々

放
課
後
の
活
気
に｢

新
翔
パ

ワ
ー｣

を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
学
校
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
生
徒
た
ち
と

楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
共

に
過
ご
せ
る
よ
う
力
を
尽
く

そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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10日に対面式が行われ､ ９日に入学式を終えた151人の１年生が２､ ３

年の先輩と初めて顔を合わせた｡ やや緊張気味の新入生だったが､ 新入生

代表・坂地将馬君から ｢勉強とクラブをしっかりやって､ 文武両道を目指

します｣ とあいさつがあった｡ それに対し､ 在校生代表・生徒会長の奥休

場奨君が ｢勉強だけでなく､ クラブだけでもなく､ 両方をしっかりやって

ください｡ 不安や悩みがあれば先輩や先生方に相談してください｣ とアド

バイスをした｡
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